
九地協企業交渉 回答の要旨集約（参考）

六
月
六
日
〜
七
日
に
か
け
て
国
土
交
通
省
九
州
整
備
局
と
福
岡
に
支

店
の
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
、
大
手
住
宅
企
業
二
十
社
に
対
し
て
九
州
地
方
建

設
協
議
会
（
九
地
協
）
の
仲
間
六
十
九
名
と
共
に
企
業
交
渉
を
実
施
し

ま
し
た
。

一
日
目
の
全
体
会
議
の
中
で
は
、

今
年
の
交
渉
の
柱
と
し
て
、
二
年
連

続
で
二
十
三
％
引
上
げ
ら
れ
た
設
計

労
務
単
価
を
現
場
労
働
者
ま
で
確
保

さ
れ
る
責
任
の
あ
る
態
度
を
示
し
て

頂
く
こ
と
や
、
法
定
福
利
の
別
枠
支

給
と
適
正
な
保
険
加
入
の
指
導
に
つ

い
て
要
請
を
行
う
こ
と
等
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
参
加
者
を

八
班
に
組
分
け
（
建
設
長
崎
か
ら
は

七
名
が
参
加
）、
各
々
区
分
け
さ
れ

た
班
に
交
じ
っ
て
交
渉
に
入
り
ま
し

た
。建

設
長
崎
は
相
川
委
員
長
を
団
長

に
第
四
班
を
担
当
し
て
積
水
ハ
ウ
ス

と
三
井
ホ
ー
ム
へ
の
交
渉
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
の
交
渉
で
は
、

企
業
側
も
市
場
単
価
が
上
が
っ
て
い

る
こ
と
を
受
け
て
、
引
き
上
げ
の

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
を
施
主
さ
ん
に
対

し
て
請
求
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
回
答
や
現
場
毎
の
生
産
性
の
向

上
や
職
人
さ
ん
の
仕
事
が
き
れ
な
い

様
に
営
業
努
力
を
行
い
、
年
収
の
確

保
を
図
っ
て
い
る
と
い
っ
た
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
適
正
な
保
険

加
入
（
社
保
等
）
や
、
建
退
共
の
普

及
に
つ
い
て
は
、
各
支
店
・
工
事
事

務
所
毎
の
研
修
会
等
を
実
施
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答
で
し

た
。
さ
ら
に
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

は
各
企
業
と
も
安
全
月
間
の
設
定
に

よ
る
安
全
意
識
の
高
揚
や
製
薬
会
社

か
ら
専
門
の
講
師
を
招
い
て
現

場
労
働
者
へ
の
講
習
会
の
開
催

な
ど
力
を
入
れ
て
い
る
様
子
が

伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
の

総
括
会
議
で
は
今
年
も
一
次
下

請
け
と
の
契
約
と
い
う
こ
と
で

片
づ
け
ら
れ
る
賃
上
げ
の
交
渉

に
対
し
て
、
若
年
技
能
者
の
育

成
と
後
継
者
を
残
す
た
め
に
は
、

賃
金
引
上
げ
と
法
定
福
利
の
充

実
は
欠
か
せ
な
い
の
で
、
粘
り

強
く
要
請
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
て
二
日
間
の
交
渉
を
終
了
し
ま

し
た
。

（
大
賀
）

○
建
設
長
崎
か
ら
の
参
加
者

相
川
委
員
長
、
北
村
副
委
員
長

里
副
委
員
長
、
田
上
書
記
長
、

小
林
支
部
長
、
木
下
執
行
委
員
、

大
賀
次
長
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国保組合に対する現行補助水
準を確保するよう、ハガキ要
請行動取り組みのお願い

●宛先－厚生労働省●
組合員・家族の皆様の直筆でご協力を‼

九九
地地
協協
企企
業業
交交
渉渉
2211
社社
行行
うう

6/5
~6/6

九
州
各
県
連
組
合
代
表
が
八
班
で
行
動

2、賃金引上げ

○（九州は）13％あがった。
需給のひっ迫があった。

2、賃金引上げ

○直接の労働者じゃないので
わからない。

⑴賃金の実態は把握していな
い。
●月々の給料は聞き取りして
いる。

⑵なんとか上げていきたい。

⑴21現場で5月調査をした。
協力会社には、なかなか聞き
づらい。
⑵受注競争が激しい。発注単
価の引き上げは難しい。

⑴把握していないのでわから
ない
⑵15％アップは適当かな～と
思うけど、3，000円アップは
無理。応援はさせていただく。

○今からあがっていくのでは
と思うが、まだ正式にはだし
てない。

⑴協力会社には、外注工事で
単価支払い
⑵賃金については、複数の業
者を確認できない。また外部
情報できない

⑴下請けへ、●分けた契約は
していない

○防水、造作大工で苦労した
○設計の見積はあがっている、
鉄骨。型枠は8人必要なとこ
ろ4人ぐらいしかそろわない。
単価は言い値になっている、
平米2，000～3，000円

⑴単価はウナギ登り、物価本
も13％あがった
○直用はない
○職人さんはサラリーマン化
しない

・材料費・工事費・経費をき
ちんと分けて見積もり（シス
テム移行の期間中）
・単価は設計労務単価を基準
に検討している。
・職人が足りないのが現状、
賃金上がり傾向ではある。

⑴公共工事設計労務単価して
いるが、ベースとなるのは、
販売価格での単価設定。
⑵基本はすべて本社からの指
示。

⑴一人ひとりの年収は把握し
ていない
⑵職方の入れ替わりは少ない
●10～20％の賃上げ予定

○請負発注、変動率の高いも
のは、安定してみていく（基
礎）

⑴九州平均年齢42歳・就労時
間8時間30分、経験年数18年、
平均日数10，947円、平均月給
249，413円

1、社会保険未加入問題

○平成29年度以降、未加入者は現場入
場を認めない。今、猶予期間。今後も
徹底していく。

1、社会保険未加入問題

○昨年11月20日付けで支店3部長名で
協力会社に対して文書をつくっている。
○現場入場拒否は、直ちにはしない。
5年間が経過したのちは、やる。
○（別枠支給）1次と契約をしている。
原則はやってない。

⑴②本社通達で作業所長から指導する
ようにしている。③昨年8月2日の建
設通信をみて知っている。特にしてな
い。⑵①法定福利を明確にと指導して
いる。⑶①施工体制の確立。●新規入
場時にどこから給料をもらっているか
確認している。

⑴作業員名を作り替えて対応している。
加入のQ&Aをつくっている。CDに
資料をいれて配布している。としてス
ライドで見せてくれた。⑶①雇い入れ
通知書は必要であれば指導する。

⑴①不動産部門から異動してきたので、
以前のことはわからないと前置き。
○保険番号を明記する指導はおこなっ
ている。⑶不動産部門からの異動なの
で、聞いたことがない

○一応、形式的にはやっているが、具
体的内容まではいっていない。
○みなさんが今までいってこられた後
継者育成、建設現場に若い人がいなく
なりますよ、といったことが現実味を
帯びてきている。
わが社でも、鉄筋・仮枠工など職人不
足で、現場の躯体工事が遅れてきてい
る。

⑴下請台帳を作成し、社会保険加入の
有・無を確認している。⑵指導は、フ
ジタから1次に行い、1次から2次、
3次に指導している。⑶今のところは、
指導段階で加入強制はしていない。

⑵未加入の場合は指導する。
⑶建設国保はガイドラインにそってや
る。

○支店機能が大阪に統合されて、福岡
は、週何回かいるだけ。九州の実績が
途絶えている。
○社会保険未加入は、民間は柔軟に対
応するのでは。

⑴なるべく加入してくれの指導をして
いる。1次60社は100％加入。2次128
社は53％の加入率。

・昨年9月本社より通達があり、社会
保険等未加入について、社員・協力店
含めて勉強会を開いた。
・作業員名簿に、記入欄を設けて健康
保険等の現状把握している。
・強制はしていないが、指導はしてい
る。・協会健保の適用除外についての
認識はある。・1次は加入率高いが、
2次・3次と段階的に加入率は下がっ
ている。

⑴本社からの指示で、各支店が協力会
社に指導しているが、具体的な対策は
まだない。
⑵協会健保の適用除外についての認識
はある。
⑶重層下請はない、基本1次下請けの
み

○要望書は承りました。
⑴協力店と勉強会
⑵行政の指導にのっとって
⑶育成費の見直し

○未加入者の排除はしていない
○職人の登録システムで、入退場を管
理している（電話である番号を発信、
それをシステムで管理する）

⑴①早期加入を指導している。再下請
けは1次に協力が必要。
③健保協会への加入指導はおこなって
いない
④拙速な入場拒否はしない
⑵材工ともの発注、法定福利費も含ま
れている

九州地方
整備局

（建設企業）

鹿島

銭高組

三井住友建設

福田組

大成建設

フジタ

大林組

多田建設

松井建設

大和ハウス
工業

ミサワホーム
九州

積水ハウス

三井ホーム

大東建託

6

△九地協企業交渉 挨拶する松岡全建総連賃金対策部長

△三井ホームへ要請

△積水ハウスへ要請書渡し

毎月1回15日発行 2014年（平成26年）6月15日発行建 設 長 崎第588号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�



〈制度のイメージ〉

父・母、祖父・祖母
（直系尊属）

贈与者 贈　与
住宅所得等資金 受贈者

子、孫

「非課税限度額」

マイナス

課税財産 相続時
精算課税
特別控除

（2500万円）
基礎控除

（110万円）

基礎控除を控除した後の課税価格
（贈与税の速算表で税率を計算）

特別控除を控除した
後の課税価格

（税率は一律20％）

暦年課税

�����������������������������������������������������������������������������

銀

賞

金

賞

特
別
賞

建
設
長
崎
青
年
技
能
競
技
大
会

諫
早
市
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催

五
月
二
十
五
日
（
日
）
諫
早
市
の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎
に
て
、

「
建
設
長
崎
青
年
技
能
競
技
大
会
」
が
、
三
支
部
七
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
本
年
九
月
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
建
総
連
全

国
青
年
技
能
競
技
大
会
の
予
選
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
出
場
選
手
﹈

木
村

英
和
（
諫

早
）

石
丸

直
孝
（
諫

早
）

中
村

裕
志
（
諫

早
）

村
上

昌
也
（
諫

早
）

澤
山

浩
一
（
諫

早
）

瀬
尾

友
謙
（
佐
世
保
中
央
）

筒
井

健
二
（
北

松
）

諫
早
支
部

澤
山

浩
一
さ
ん

北
松
支
部

筒
井

健
二
さ
ん

諫
早
支
部

木
村

英
和
さ
ん

﹇
審
査
委
員
﹈

須
藤

輝
久
氏
（
北
松
）

中
尾

政
男
氏
（
大
村
）

高
宕

豊
晴
氏
（
諫
早
）

開
会
式
、
競
技
の
説
明
後
、

「
四
方
転
び
踏
み
台
」
を
課
題

に
制
限
時
間
六
時
間
十
五
分
の

競
技
が
ス
タ
ー
ト
。

製
図
、
実
技
を
時
間
内
に
完

成
さ
せ
る
為
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
二
分
に
発
揮
し
よ
う

と
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
集
中

し
て
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
は
、
佐
賀
県
連
か
ら
も

見
学
に
訪
れ
、
緊
迫
し
た
中
で

の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
員
の
厳
正
な
審
査
に

よ
っ
て
順
位
が
決
定
さ
れ
、
金

賞
に
北
松
支
部
の
筒
井
健
二
さ

ん
、
銀
賞
に
諫
早
支
部
の
澤
山

浩
一
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
、

三
十
五
歳
以
上
の
方
も
出
場
し

て
い
た
だ
い
た
中
で
、
諫
早
支

部
の
木
村
英
和
さ
ん
が
、
入
賞

者
と
同
等
の
点
数
で
特
別
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

金
賞
、
銀
賞
の
二
人
が
九
月

二
十
日
〜
二
十
二
日
に
東
京
都

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
る
第
三
〇
回
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
に
建
設
長
崎
を
代
表

し
て
、
出
場
し
て
頂
く
事
と
な

り
ま
す
。
奮
闘
を
期
待
し
ま
す
。

住宅を取得する際、例えば親から資金を贈与してもらうこともあるかと思
います。平成26年12月31日までの間に、父母・祖父母などの直系尊属から金
銭の贈与を受けて住宅の新築・取得・増改築の対価に充てる場合、一定の要
件を満たすと、贈与税が限度額までの金額なら非課税になる制度があります。
この制度を利用するには、まず贈与を受けた年分の所得税に係る合計所得

金額が2000万円以下であることが条件です。また、贈与を受けた年の翌年3
月15日までに、住宅取得資金の全額を当てて新築・取得・増改築を行って居
住する、もしくは同日後遅滞なく、確実に居住することが見込まれていなく
てはなりません。贈与を受けた翌年12月31日までにその住宅に居住しないと、
この制度は適用されず修正申告をする必要があります。申告期間は、贈与を
受けた翌年の2月1日から3月15日までの間です。
中古住宅を購入する場合、築20年（耐火建築物は25年）以内か、耐震基準

（等級1）に適合していれば制度の適用を受けられます。増改築の場合は工
事費用が100万円以上であることなどが条件となります。また、省エネ基準
に適合する住宅であれば、非課税限度額が拡大されます。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
提
供
・
仕
事

確
保
の
取
組
み
は
、
益
々
重
要
視
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
全
建
総
連
で
は
、
建
設
職
人
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
顔
の
見
え
る
職
人
検
索

コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
。
よ
り
多
く
の
施
主
の
要
望
に

応
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
を
し
て
み
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

①全建総連ホームページのトップページ「1．建
設職人支援センター」をクリック
②画面が移った後は左の「職人支援センター」を
クリック
③画面左にある「職人登録」をクリック
④必要項目を入力して、最下段にある「登録ボタ
ン」を押すだけです。後は、各地域の支援セン
ターが承認をし、検索コー
ナーに反映されます。
不明点は全建総連住宅対策
部まで問い合わせ下さい。

住宅取得資金は贈与税が非課税に

非課税限度額
贈与年分

平成26年
1000万円
500万円

平成25年
1200万円
700万円

平成24年
1500万円
1000万円

省エネ等住宅
それ以外の住宅

【ホームページからぜひご登録下さい】
▼顔の見える職人検索コーナー
http://www.craftsman-support.jp/index/shokunin/shokunin_list/tabid/57/Default.aspx
▼建設職人支援センター
http://www.craftsman-support.jp/

「職人検索」で仕事増を
施主に顔の見える職人に

△競技風景

登録方法
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所
得
調
査
ご
協
力
願
い

全
て
の
国
保
組
合
で
五
年
に
一
度
実

施
さ
れ
ま
す
。
本
年
が
所
得
調
査
の

年
で
す

調
査
の
際
は
、
委
任
状
の
提
出
に
ご

協
力
を
！

「
国
保
組
合
の
補
助
率
を
決
定（
ラ
ン
ク
付
）

す
る
所
得
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
」

本
年
五
月
二
十
五
日
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
全
国
の

国
保
組
合
に
対
し
、
本
年
度
「
所
得
調
査
」
を
実
施
す
る
こ

と
を
都
道
府
県
を
通
じ
通
知
し
ま
し
た
。

所
得
調
査
（
市
県
民
税
の
課
税
標
準
額
調
査
）
は
、
国
が

国
保
組
合
に
対
し
助
成
し
て
い
る
補
助
金
の
補
助
率
を
決
定

（
見
直
し
）
す
る
重
要
な
調
査
と
位
置
づ
け
、
五
年
に
一
度

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
方
法
は
、
国
保
組
合
に
加
入
す
る
組
合
員
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
の
市
町
村
民
税
の
課
税
標
準
額
等
が
記
載
さ
れ

た
納
税
通
知
書
や
、
公
的
証
明
書
を
調
査
票
に
添
付
し
、
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
保
組
合
に
交
付
さ
れ
て
い
る
普
通
調
製
補
助
金

の
医
療
給
付
費
に
対
す
る
補
助
率
は
、
国
保
組
合
の
財
政
能

力
に
応
じ
て
十
段
階
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、
現
在
長
建
国
保

は
、
高
い
方
か
ら
二
番
目
の
二
〇
％
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

「
調
査
実
施
は
本
年
七
月
予
定
」

厚
生
労
働
省
は
、
今
後
五
年
間
の
補
助
率
を
決
定
す
る
調

査
と
な
る
た
め
、
特
に
調
査
票
の
完
全
集
約
を
国
保
組
合
に

求
め
て
お
り
、
未
提
出
や
調
査
不
明
者
に
つ
い
て
は
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
課
す
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
の
際
は
特
段
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
調
査
は
本
年
七
月
中
を
予
定
し
て
お
り
、
調
査
票
に

添
付
す
る
証
明
書
等
の
交
付

手
間
や
手
数
料
負
担
等
が
生

じ
な
い
よ
う
、
組
合
で
は
、

委
任
状
の
提
出
で
済
む
よ
う

に
し
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日 時 会 場 がん検診

松浦市

7月1日 8：30～10：30
13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺

がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん
7月2日 8：30～10：30

13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺
がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん

7月3日 8：30～10：30
13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺

がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん
7月4日 8：30～10：30

13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺
がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん

7月5日 8：30～10：30
13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺

がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん
7月6日 8：30～10：30

13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺
がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん

7月8日 8：30～10：30
13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺

がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん
7月9日 8：30～10：30

13：30～14：30 松浦市文化会館 胃がん（午前中のみ）、大腸がん、肺
がん、子宮がん、乳がん、前立腺がん

長与町 8月9日 9：00～11：30 長与町健康センター 肺がん、胃がん、大腸がん、乳がん、
子宮がん

時津町

8月2日 未定 北部コミュニティセンター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月3日 未定 コスモス会館 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月4日 未定 コスモス会館 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月5日 未定 時津町保健センター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月6日 未定 時津町保健センター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月7日 未定 時津町保健センター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

東彼杵町

7月22日 7：30～14：30 総合会館保健センター 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

7月23日 7：30～14：30 総合会館保健センター 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

7月24日 7：30～14：30 総合会館保健センター 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

川棚町

8月6日 午前中 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

8月7日 午前中 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

8月8日 午前中 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

8月9日 午前中 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

8月10日 午前中 川棚町中央公民館 胃がん、大腸がん、肺がん、前立
腺がん

波佐見町

9月16日 7：30～10：00
13：00～14：30 波佐見町農村環境改善センター 前立腺がん、大腸がん、胃がん

9月17日 7：30～10：00
13：00～14：30 波佐見町勤労福祉会館 前立腺がん、大腸がん、胃がん

9月20日 7：30～10：00
13：00～14：30 波佐見町総合文化会館 前立腺がん、大腸がん、胃がん

佐々町

7月25日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月26日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月27日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月28日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月29日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月30日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

7月31日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

8月1日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

8月2日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月24日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月25日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月26日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月27日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月28日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月29日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

9月30日 7：00～11：00 佐々町健康相談センター 肺がん、胃がん、大腸がん、子宮
がん、乳がん、前立腺がん

平成26年度 長崎県特定健診（集団健診）実施日程表〈市町の共同実施分〉

今月号には7月～9月の
実施分のみ掲載しています。

平成26年度特定健康診査の各市町における集団健診の日程です。
特定健康診査は各市町で受診する事も出来ます。
お住まいの地区で実施される集団健診日程の中で、都合のよい日をご利用
下さい。
なお、各市町の集団健診をご利用される場合、以下の注意事項があります。

《注意事項》
1．受診の際は、長建国保が発行した「受診券」及び「保険証」、記入済
み「質問票」を必ず持参して下さい。事前予約等は必要ありません。

（但し、佐世保市、大村市、対馬市、長与町は事前に要予約となります。
また、それぞれの各市町に住所を有する方のみ受診可能、となっており
ますのでご注意下さい。）
2．集団健診実施の市町であっても、各市町国保加入者等の健診が優先と
なる為、会場によっては予定人数に達する等の理由により、受診出来な
い場合もあります。
3．掲載の日時、会場等については、変更される場合もあります。
（※詳しくは各市町が発行している広報紙をご覧下さい。）
毎日を健康に過ごす為、年に一度、特定健診を受診しましょう！

日 時 会 場 がん検診

長崎市

7月7日 9：30～11：00
13：30～15：00

千々公民館
大崎公民館

7月15日 9：30～11：00
13：30～15：00

ＪＡ長崎せいひ日吉支店
茂木地区公民館

7月26日 9：30～11：00
13：30～15：00

北公民館
（チトセピア3Ｆ）

8月12日 9：30～11：00
13：30～15：00

北公民館
（チトセピア3Ｆ）

8月19日 8：45～11：00 琴海さざなみ会館 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月20日 8：45～11：00 琴海文化センター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月21日 13：45～15：00 才木公民館

8月21日 8：45～11：00 琴海南部文化センター 肺がん、大腸がん、胃がん、前立
腺がん

8月23日 9：30～11：00
13：30～15：00

東公民館（東部地区にこに
こセンター3Ｆ）

9月2日 9：00～11：00
13：00～14：00 伊王島開発総合センター 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月5日 9：00～11：00
13：30～15：00 野母地区公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月7日 9：00～11：00
13：30～15：00 野母崎福祉保健センター 肺がん、大腸がん、胃がん（午前

中のみ）、前立腺がん
9月8日 9：00～11：00

13：30～15：00
野母地区公民館
野母崎木場公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月9日 9：00～11：00
13：30～15：00 高浜地区公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月10日 9：00～11：00
13：30～15：00

黒浜公民館
高浜地区公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月11日 9：00～11：00
13：30～15：00 脇岬地区公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月12日 9：00～11：00
13：30～15：00 野母崎樺島地区公民館 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月17日 9：00～11：00
13：00～14：30 香焼ひまわり 肺がん、大腸がん、前立腺がん

9月19日 9：30～11：00 古賀地区市民センター

9月25日 9：30～11：00
13：30～14：30 山里地区ふれあいセンター

9月26日 9：30～11：00
13：30～15：00 南部市民センター2Ｆ

諫早市

7月25日 8：30～11：00 おがたま会館 胃がん、大腸がん

7月27日 8：30～11：00 小長井文化ホール 胃がん、大腸がん

7月30日 8：30～11：00 釜公民館 胃がん、大腸がん

9月2日 8：30～11：00 小長井文化ホール 胃がん、大腸がん

9月5日 8：30～11：00 田尻地区公民館 胃がん、大腸がん

9月8日 8：30～11：00 森山保健センター 胃がん、大腸がん

9月9日 8：30～11：00 たらみ会館 胃がん、大腸がん

9月10日 8：30～11：00 たらみ会館 胃がん、大腸がん

9月21日 8：30～11：00 森山保健センター 胃がん、大腸がん

9月22日 8：30～11：00 森山保健センター 胃がん、大腸がん

9月26日 8：30～11：00 高来西ゆめ会館 胃がん、大腸がん

9月29日 8：30～11：00 宇良分館 胃がん、大腸がん

9月30日 9：00～11：00 いいもりコミュニティ会館 胃がん、大腸がん

大村市

7月23日 9：00～10：30
13：00～14：30 溝陸公民館 肺がん、大腸がん

7月24日 9：00～10：30
13：00～14：30

松原出張所
福重出張所 肺がん、大腸がん

7月25日 9：00～10：30
13：00～14：30

鈴田出張所
郡地区公民館 肺がん、大腸がん

7月26日 9：00～10：30 中地区公民館 肺がん、大腸がん

9月16日 9：00～10：30
13：00～14：30

萱瀬出張所
竹松出張所 肺がん、大腸がん

9月17日
9：30～11：00
13：30～15：00
17：00～19：00

大村市民会館 肺がん、大腸がん

9月18日 9：00～10：30
13：00～14：30 大村市コミュニティセンター 肺がん、大腸がん
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毎
年
恒
例
の
分
会
の
釣
り
大

会
を
、
五
月
二
十
四
日
㈯
に
釣

り
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
七
時
に
三
重
漁
港
に
集
合
。
支
部
か
ら
も
役
員
さ
ん
に
参
加

頂
き
総
勢
九
名
で
ア
ラ
カ
ブ
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
に
も
恵
ま
れ

最
高
の
釣
り
日
和
で
し
た
。
お

昼
過
ぎ
ま
で
の
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
沢
山
の
魚
を
釣

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

昼
か
ら
は
、
ビ
ー
ル
で
喉
を

潤
し
な
が
ら
、
ふ
れ
あ
い
の
一

時
を
満
喫
し
無
事
終
了
。

大
物
賞

早
崎

智
さ
ん

大
漁
賞

﨑
田

靖
人
さ
ん

（
池
田
）

五
月
十
一
日
㈰
に
浦
上
東
支

部
は
、「
あ
ぐ
り
の
丘
」で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開
催
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
で
全
組
合
員

に
案
内
し
て
、
初
め
て
の
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
大
会
の
開
催
で
す
。

こ
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
は

長
崎
国
体
で
、
運
動
会
も
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
も
中
止
と
の
こ

と
で
、
支
部
委
員
会
で
協
議
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
決
定
し

ま
し
た
。
事
前
に
分
会
長
以
上

の
役
員
で
打
合
せ
、
当
日
の
役

務
分
担
や
準
備
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の

行
い
が
良
い
の
か
、
天
候
に
恵

ま
れ
最
高
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
組
合
員
・
家
族

を
含
め
て
総
勢
五
十
一
名
で
、

記
憶
に
あ
る
限
り
浦
上
東
支
部

の
催
し
と
し
て
は
、
一
番
多
い

参
加
者
で
し
た
。

当
日
は
、
午
前
九
時
半
か
ら

役
員
さ
ん
が
集
合
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
準
備
で
、
十
一
時
の

開
始
を
待
っ
て
支
部
長
の
挨
拶

と
乾
杯
の
合
図
で
始
め
ま
し
た
。

食
材
は
、
肉
・
串
・
ホ
ル
モ

ン
焼
き
そ
ば
と
食
べ
切
れ
な
い

程
の
食
材
を
堪
能
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
出
し
忘
れ
て
い
た

「
ア
サ
リ
」
を
ク
ー
ラ
ー
の
中

か
ら
発
見
し
「
あ
さ
り
の
酒
蒸

し
」
を
作
り
皆
さ
ん
、
お
腹
一

杯
の
は
ず
な
の
に
「
美
味
し
い
、

美
味
し
い
」
と
食
べ
て
い
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
の
成
功

に
向
け
て
、
食
材
や
炭
、
氷
の

買
い
出
し
、
鉄
板
を
貸
し
て
頂

い
た
役
員
や
準
備
を
し
て
い
た

多
く
の
組
合
員
の
協
力
の
下
で

大
成
功
で
し
た
。

皆
様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

（
石
田
）

五
月
三
十
一
日
㈯
、
諫
早
支

部
青
年
部
で
は
一
泊
二
日
の
研

修
旅
行
を
開
催
。
定
例
会
や
懇

親
会
で
何
度
と
な
く
提
案
し
な

が
ら
参
加
者
を
募
り
、
や
っ
と

の
開
催
と
な
っ
た
旅
行
で
す
が
、

消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要

に
よ
り
日
程
と
旅
程
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
参
加
者
も
当

初
の
予
定
よ
り
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み

を
胸
に
抱
き
な
が
ら
最
初
の
見

学
地
で
あ
る
北
九
州
環
境

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
向
け
て
出
発
。

そ
こ
で
は
北
九
州
の
観
光
保
全

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
エ
コ

ハ
ウ
ス
な
ど
を
学
習
し
、

知
識
を
習
得
。
そ
の
後
、

北
九
州
の
餃
子
店
で
予

定
外
の
昼
食
を
取
り
、

福
岡
市
内
に
戻
っ
て
少

し
早
め
に
チ
ェ
ッ
ク
イ

ン
。
し
ば
し
の
自
由
行

動
を
各
自
楽
し
ん
だ
後
、

近
く
の
居
酒
屋
で
懇
親

会
の
ス
タ
ー
ト
。
店
長

自
慢
の
牛
タ
ン
や
福
岡

名
物
の
モ
ツ
鍋
を
味
わ

い
な
が
ら
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
翌
日
は
、

近
く
の
櫛
田
神
社
に
参

拝
し
、
唐
津
城
を
見
学

の
後
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
家
族
へ
の
お
土
産
を
買
い

に
呼
子
ま
で
車
を
走
ら
せ
、
諫

早
へ
無
事
帰
省
。
当
初
の
予
定

と
は
殆
ど
異
な
る
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
が
、
自
由
な
旅
行

も
、
楽
し
く
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

（
酒
井

修
）

田
中
分
会
長
の
号
令
の
も
と
、

十
五
名
の
組
合
員
さ
ん
の
参
加

と
な
っ
た
大
村
第
一
分
会
の

「
花
見
会
」
が
、
六
月
一
日
㈰

午
後
四
時
か
ら
、
渡
海
さ
ん
宅

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

早
く
に
到
着
さ
れ
た
方
々
は
、

約
二
〇
〇
鉢
あ
る
「
五
月
」
を

鑑
賞
し
、
う
ま
く
花
を
咲
か
せ

る
コ
ツ
を
「
五
月
を
育
て
て
三

〇
年
」
の
渡
海
さ
ん
に
根
掘
り

葉
掘
り
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

開
会
時
間
を
少
し
過
ぎ
た
と

こ
ろ
で
、
分
会
長
の
あ
い
さ
つ

と
、
竹
田
さ
ん
の
乾
杯
で
は
じ

ま
り
、
花
よ
り
団
子
と
ば
か
り

に
、
ビ
ー
ル
や
焼
酎
が
み
ん
な

の
喉
を
潤
し
ま
す
。

「
五
月
」
の
見
ご
ろ
は
五
月

下
旬
か
ら
六
月
上
旬
と
、
ち
ょ

う
ど
今
の
時
期
と
い
う
事
で
、

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
満
開

の
、
白
・
ピ
ン
ク
・
紫
と
、
色

と
り
ど
り
の
花
に
囲
ま
れ
て
の

お
酒
は
格
別
で
す
。
更
に
、
気

心
知
れ
た
仲
間
で
飲
め
ば
、
盛

り
上
が
る
の
は
必
須
で
す
。
午

後
七
時
三
〇
分
の
お
開
き
に
な

る
ま
で
の
楽
し
い
時
間
は
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
更
な
る
懇
親
を
深
め
、
次

回
開
催
の
約
束
を
し
て
、
日
が

暮
れ
る
中
み
ん
な
で
片
付
け
て

終
了
と
な
り
ま
し
た
。（
井
関
）

二級建築施工管理技士【建築】 受験対策講習会
受講申込受付 5月より随時受付
講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（095－861－9261）

大村建設技術専門学院（0957－53－8385）
講 習 期 間 平成26年7月上旬～10月下旬まで（28日間予定）
講 習 時 間 毎週3回（月・水・金）予定 午後6時30分～9時まで
受 講 料 30，000円
講 習 内 容 建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ・安全管理・施工計画

品質管理・工程管理・法規Ⅰ・法規Ⅱ・実技全般
募 集 人 員 各校とも最低5名以上で実施
受 験 資 格 （実務経験）

高等学校（指定学科卒）3年以上
指定学科以外卒業後4年6ヶ月以上
実務経験者8年以上
大学・専門校により実務経験は異なります

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

低
い
大
企
業
の
法
人
税

な
ぜ
さ
ら
に
下
げ
る
？

ト
ヨ
タ
、現
社
長
就
任
後
、

一
度
も
納
税
せ
ず

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
社
長
は
五
月
八
日
、
二
〇
一
三

年
度
の
営
業
利
益
（
連
結
）
が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
会
見
で
、「
社
長
に
な
っ
て
か
ら
国
内
で
一
度
も
税

金
を
払
っ
て
い
な
い
。
納
税
で
き
る
会
社
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
述
べ
、
税
務
関
係
者
を
驚
か

せ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
納
税
せ
ず
に
済
ん
だ
の
か
。
政
府
は
法
人

税
の
引
き
下
げ
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業

に
と
っ
て
は
高
い
と
は
言
え
な
い
の
が
実
態
で
す
。

木造建築物作業主任者
講習会開催のお知らせ
①実施予定日：
平成26年7月下旬（2日間）
午前8時30分受付
午前9時～午後5時

②実施会場：
建設長崎大村支部
大村市玖島1丁目49－2

TEL0957－53－8385
③講習料
建設長崎組合員 6，000円、
組合員以外 8，000円

（テキスト代込み）
④受付方法
支部において随時受付。
写真2枚 サイズ2．5cm×3．0cm
学院発行の主任者手帳を所持して
いる場合は提出のこと。

浦上東支部

諫早支部

大
村
支
部

浦上西支部

あぐりの丘に、総勢五十一名が集い

自由気ままな青年部一泊旅行

あぐりの丘でバーベキュー

第
一
分
会

花
見
会

三重分会 魚釣り大会

～色とりどりの五月に囲まれて～
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